
両
世
界
大
戦
の
は
ざ
ま
の
時
期
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
．
ヘ
ッ
ヵ
ム
地
区
の
若
い
労
働
者
た
ち
の
発
意
に
始
ま
り
、
。
ｍ
，
乏
晨
四
日
い
○
旨
の
指
導
に

よ
っ
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
健
診
を
始
め
た
国
。
目
①
９
国
３
罠
９
昌
局
。
は
、
新
た
な
構
想
に
も
と
づ
い
て
再
発
足
し
て
か
ら
四
年
半
が
経
っ
た

一
九
三
九
年
に
第
二
次
大
戦
が
勃
発
し
て
、
家
長
の
応
召
と
家
族
の
疎
開
が
あ
い
つ
い
だ
こ
と
に
よ
り
、
家
族
ぐ
る
象
と
い
う
最
大
の
特
色
が

（
一
）

裏
目
に
出
て
、
た
ち
ま
ち
閉
鎖
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。

一
九
四
三
年
、
大
戦
の
さ
中
に
、
活
動
の
場
を
失
っ
た
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ス
ン
の
女
性
共
同
作
業
者
で
あ
る
胃
・
国
．
田
３
劇
ｏ
ら
は
、
そ
の
四
年
半

（
一
二
）

に
わ
た
る
活
動
の
報
告
を
、
単
行
害
の
形
で
刊
行
し
た
（
筆
者
の
目
に
触
れ
て
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
四
七
年
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
出
版

局
か
ら
出
た
米
国
版
で
あ
る
）
。

同
書
は
政
府
の
諸
部
局
も
含
め
て
多
大
の
反
響
を
呼
び
、
五
万
部
を
売
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ス
ン
ら
に
よ
れ
ば
、
刊
行
後
二
年
間
に
、
大

学
・
軍
関
係
・
医
学
関
係
・
一
般
団
体
の
招
聰
に
よ
っ
て
三
○
○
回
を
越
え
る
講
演
を
行
い
、
軍
や
外
務
省
の
要
請
で
、
中
東
・
オ
ラ
ン
ダ
へ

（
一
、
一
一
）

さ
き
に
筆
者
は
「
総
合
健
診
淵
源
史
ｌ
ロ
ン
ド
〉
／
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
東
京
」
（
上
）
．
（
下
）
と
題
す
る
小
文
を
草
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
主
題
な
い
し
そ
の
周
辺
に
関
し
て
、
多
少
の
資
料
に
接
し
た
こ
と
か
ら
、
補
足
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
事
項
の
若
干
を
、

以
下
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
国
○
国
の
閏
国
の
巴
昏
。
ｇ
茸
①
の
戦
後
と
終
焉

総
合
健
診
史
・
拾
遺

三
輪
卓
爾

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
四
巻
第
三
号

昭
和
六
十
三
年
七
月
三
十
日
発
行
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（
四
）

出
向
き
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
ン
、
ピ
ア
ス
と
も
に
米
国
へ
も
招
待
さ
れ
た
と
い
う
。

大
戦
が
終
っ
た
後
、
窮
乏
に
よ
る
困
難
と
大
き
な
可
能
性
の
交
錯
す
る
中
で
、
国
。
ロ
の
①
『
国
３
冨
ｏ
ｇ
ｑ
の
は
再
開
さ
れ
、
戦
前
に
会
員
で

あ
っ
た
五
○
○
家
族
が
再
加
入
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
後
四
年
半
に
わ
た
っ
て
活
動
し
た
。
そ
の
最
後
の
一
年
半
に
こ
こ
を
訪
れ
た
者
は
一

（
五
）

万
二
○
○
○
人
に
上
っ
た
と
い
う
。

戦
中
戦
後
に
か
け
て
、
同
セ
ン
タ
ー
以
外
に
も
、
。
ヘ
ッ
カ
ム
の
教
訓
に
学
ん
で
施
設
を
新
設
し
た
い
と
望
ん
だ
と
こ
ろ
は
六
ヵ
所
程
度
あ
っ

た
が
、
す
べ
て
が
統
制
下
に
あ
っ
て
、
政
府
の
許
可
な
し
に
は
事
が
運
ば
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
国
民
保
健
に
つ
い
て
の
関
心
は
、
戦
後
の

英
国
で
は
き
わ
め
て
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
問
題
は
国
民
の
健
康
の
根
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
と
い
う
占
慥
あ
っ
た
が
、
国
○
口
の
ｑ
国
８
匡

○
の
口
賃
の
の
声
価
は
高
か
っ
た
の
で
、
労
働
党
内
閣
の
シ
ョ
①
胃
冒
国
①
ぐ
画
昌
は
、
こ
の
方
向
に
沿
っ
た
施
策
を
各
方
面
か
ら
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

員
に
推
さ
れ
た
人
）

（
四
）

式
は
斥
け
ら
れ
た
。

こ
の
と
き
ベ
ヴ
ァ
ン
が
助
言
を
求
め
た
の
は
、
と
く
に
旨
①
ｇ
ｏ
昌
両
の
い
①
胃
。
壷
。
。
巨
口
ｇ
］
の
国
『
且
ざ
ａ
閏
］
』
（
統
計
学
の
父
と
さ
れ
る
）

と
、
ナ
フ
ィ
ー
ル
ド
基
金
（
ｚ
巨
副
の
匡
卿
は
生
涯
に
医
学
研
究
や
病
院
の
た
め
に
三
○
○
○
万
ポ
ン
ド
を
寄
付
し
て
、
英
国
医
師
会
の
名
誉
会

（
｛
ハ
）

員
に
推
さ
れ
た
人
）
の
理
事
を
し
て
い
た
”
．
○
胃
冒
、
で
、
こ
の
二
人
は
国
の
ぐ
①
司
匡
、
の
”
ｇ
ｏ
員
に
沿
っ
た
施
策
を
推
し
、
・
ヘ
ッ
ヵ
ム
の
方

（
七
）

。
ヘ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
報
告
（
一
九
四
二
）
と
い
う
の
は
、
一
九
四
一
年
八
月
の
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
と
ル
ー
ズ
殿
へ
ル
ト
大
統
領
の
会
見
に
も
と
づ
く

い
わ
ゆ
る
大
西
洋
憲
章
の
戦
後
構
想
を
具
現
す
る
目
的
で
、
英
国
政
府
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
、
ロ
ン
ド
ン
の
経
済
学
者
Ｗ
・
、
ヘ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
が

主
宰
し
た
社
会
保
障
と
関
連
業
務
に
つ
い
て
の
委
員
会
の
報
告
で
、
自
由
開
業
の
制
限
な
ど
へ
の
言
及
を
含
尭
英
国
医
師
会
と
政
府
の
間
に

種
食
の
曲
折
を
産
承
な
が
ら
、
や
が
て
国
営
医
療
へ
の
道
を
開
い
て
い
く
原
点
と
な
る
性
格
を
担
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
九
四
八
年
の
国
営
医
療
の
立
法
に
さ
き
が
け
て
、
ペ
ッ
カ
ム
で
は
時
の
政
府
に
対
し
て
、
地
域
に
住
む
家
族
と
地
域
環
境
の
関
係
に
関
す

る
彼
ら
の
研
究
が
、
積
極
的
健
康
（
も
。
唖
旨
ぐ
①
昏
３
犀
）
へ
向
け
て
の
重
要
な
方
策
た
り
う
る
か
否
か
、
と
い
う
質
問
を
発
し
た
が
、
政
府
は

つ
た
。
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こ
の
辺
は
一
般
に
は
か
な
り
判
り
に
く
い
点
で
あ
っ
て
、
彼
ら
が
本
来
も
っ
と
も
重
視
し
、
支
持
を
得
て
し
か
る
べ
き
Ｇ
Ｐ
側
の
理
解
を
阻

む
結
果
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
が
志
し
た
「
実
験
」
が
戦
争
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
、
そ
の
立
証
し
よ
う
と
し
た
環
境
が
個
人
の

資
質
の
展
開
に
つ
い
て
果
す
大
き
な
役
割
を
、
求
め
ら
れ
て
も
実
際
の
数
量
的
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
で
き
な
か
っ
た
の
も
不
幸
で
あ
っ
た
。

（
宇
立
）

あ
っ
た
。

た
だ
し
、
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
健
康
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
完
全
に
分
業
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｇ
Ｐ
の
職
業
倫

理
で
は
求
め
ら
れ
る
ま
で
は
患
者
を
訪
問
す
べ
き
で
な
い
の
で
、
患
者
の
健
康
維
持
は
そ
の
職
務
た
り
え
な
い
、
と
す
る
。
そ
も
そ
も
、
治
療

医
学
の
基
礎
は
病
理
学
で
あ
り
、
健
康
医
学
の
そ
れ
は
生
物
学
で
あ
っ
て
、
両
者
は
元
来
根
を
異
に
す
る
も
の
だ
、
と
い
う
の
が
そ
の
主
張
で

設
け
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
唇

彼
ら
の
抱
い
た
将
来
の
た
め
の
医
療
制
度
構
想
に
も
、
独
特
な
も
の
が
あ
っ
た
。
開
業
経
験
の
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
ン
と
ピ
ア
ス
は
、
一

般
開
業
医
（
Ｇ
Ｐ
）
こ
そ
が
地
域
医
療
の
中
核
を
占
め
る
べ
き
存
在
だ
と
し
た
が
、
そ
の
存
在
が
専
門
主
義
（
名
ｇ
厨
房
目
）
に
よ
っ
て
脅
威

を
受
け
て
い
る
と
い
う
危
機
感
を
強
く
持
ち
、
六
人
程
度
の
Ｇ
Ｐ
が
組
ん
で
行
う
一
種
の
グ
ル
ー
プ
開
業
の
た
め
の
拠
点
機
関
で
あ
る
。
①
唇
を

（
四
）

こ
れ
に
対
し
て
も
、
そ
の
方
策
は
。
ヘ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
卿
が
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
、
と
し
て
否
定
し
去
っ
た
。

健
診
の
た
め
の
諸
設
備
と
と
も
に
、
各
種
の
運
動
・
娯
楽
設
備
を
備
え
た
国
。
ロ
の
①
『
国
３
与
○
９
月
は
、
一
見
わ
が
国
で
健
診
と
運
動
指

（
八
）

導
な
ど
を
組
桑
合
わ
せ
て
、
昭
和
灯
年
以
来
厚
生
省
が
補
助
金
を
出
し
て
推
進
し
て
き
た
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
祖
形
と
も
見
え
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
ゥ
イ
リ
ァ
ム
ス
ン
ら
が
志
し
た
の
は
、
個
人
の
資
質
を
延
ば
す
上
で
環
境
の
果
す
き
わ
め
て
大
き
い
役
割
を
実
証
す
る
目
的
で
、

過
密
な
ロ
ン
ド
ン
の
住
宅
地
区
に
住
む
会
員
た
ち
に
、
運
動
・
娯
楽
の
拠
点
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
な
健
診
（
彼
ら
の
い
わ
ゆ
る

底
８
与
○
ぐ
①
再
冨
巳
）
を
義
務
付
け
る
形
で
行
う
、
壮
大
な
人
間
生
物
学
（
官
日
脚
ロ
宮
。
』
ｏ
亀
）
の
実
験
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
、

前
稿
に
述
べ
た
と
お
り
、
彼
ら
は
長
期
間
を
か
け
て
ま
で
、
各
家
族
の
設
備
利
用
状
況
を
把
握
可
能
に
す
る
た
め
の
特
殊
な
鍵
を
開
発
し
た
の

、
■
凸
ニ
グ

（
一
二
）

で
も
あ
る
。
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ヘ
ル
ス
・
オ
ー
等
ハ
ー
ホ
ー
ル
を
国
家
的
規
模
で
展
開
す
る
こ
と
の
是
非
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
時
期
に
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ス
ン
ら
が
、
戦
後
世

界
に
と
っ
て
最
緊
急
の
課
題
と
し
て
、
土
壌
腐
食
の
問
題
に
深
入
り
し
て
行
っ
た
こ
と
も
、
芳
し
い
影
響
を
産
ま
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
週
当
た
り
一
シ
リ
ン
グ
と
い
う
予
納
金
を
取
る
シ
ス
テ
ム
を
、
健
康
の
た
め
に
個
人
自
身
が
責
任
を
持
つ
上
で
必
要
な
も
の
と
し

（
五
）

て
変
え
る
こ
と
を
拒
ん
だ
と
き
、
彼
ら
は
国
営
医
療
の
レ
ー
ル
に
乗
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
拒
む
結
果
に
陥
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
五
）

ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
ン
ら
に
批
判
的
な
論
文
の
筆
者
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
社
会
学
、
史
学
専
攻
の
二
人
の
女
性
研
究
者
は
、
ゥ
イ

リ
ア
ム
ス
ン
の
「
失
敗
」
の
原
因
と
し
て
、
右
の
諸
事
情
の
ほ
か
に
、
彼
の
妥
協
を
知
ら
ぬ
性
格
を
挙
げ
て
い
る
。
い
つ
ぽ
う
、
彼
を
祖
述
す

（
四
）

る
に
近
い
立
場
の
論
文
の
筆
者
は
、
胃
吻
旨
く
③
席
画
昏
に
つ
い
て
の
研
究
が
い
ま
な
お
未
熟
と
さ
れ
る
の
は
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ス
ン
の
よ
う
な
研

究
方
法
が
、
今
日
ま
で
の
半
世
紀
、
捨
て
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
両
筆
者
の
批
判
は
、
現
体
制
の
追
認
強
化
に
ほ
か

今
日
の
英
国
で
は
、
国
営
医
療
が
形
を
変
え
な
が
ら
存
続
す
る
中
で
、
前
稿
に
例
示
し
た
よ
う
な
、
大
規
模
な
私
的
医
療
保
険
が
い
く
つ
も

繁
栄
し
て
い
る
が
、
そ
の
提
供
す
る
医
療
の
高
価
な
こ
と
を
嘆
く
市
民
の
多
い
こ
と
を
、
筆
者
は
見
聞
し
て
い
る
。

究
方
法
が
、
八

な
ら
ぬ
も
の
、

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
元
祖
と
も
い
う
べ
き
俵
孫
一
代
議
士
（
一
八
六
九
’
一
九
四
四
）
は
、
昭
和
妃
年
５
月
、
東
大
坂
口
内
科
に
入
院
後

も
、
坂
口
教
授
の
許
可
を
受
け
、
検
査
の
合
間
を
縫
っ
て
、
連
日
、
倒
閣
や
そ
の
後
の
対
応
に
向
け
て
外
出
し
て
い
た
が
、
林
内
閣
が
つ
い
に

（
九
）

総
辞
職
し
た
次
の
日
、
６
月
１
日
の
朝
も
や
は
り
外
出
し
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
俵
は
同
じ
時
刻
に
、
も
う
一
人
の
東
大
内
科
教

授
・
宮
川
米
次
伝
染
病
研
究
所
長
（
一
八
八
五
’
一
九
五
九
）
が
、
も
う
一
人
の
政
治
家
・
近
衛
文
麿
貴
族
院
議
長
（
一
八
九
一
’
一
九
四
五
）

（
一
一
）

を
健
康
診
断
す
る
目
的
で
、
自
邸
に
訪
ね
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

二
○
）

こ
の
訪
問
は
翌
朝
の
新
聞
に
「
健
康
診
断
は
満
点
」
と
の
大
見
出
し
で
報
ぜ
ら
れ
、
近
衛
は
組
閣
命
令
を
受
諾
し
て
、
桜
内
幸
雄
代
議
士

二
「
前
史
」
を
め
ぐ
る
政
治
と
宮
川
教
授

と
し
て
い
る
。
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（
一
二
一
）

後
に
ゑ
ず
か
ら
書
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
私
は
時
の
首
相
近
衛
公
の
懇
望
に
よ
っ
て
同
仁
会
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、
東
亜
の

天
地
を
所
狭
し
と
駆
け
巡
っ
た
の
で
あ
っ
た
し
、
…
由
来
同
仁
会
の
仕
事
は
、
戦
場
の
後
方
に
お
け
る
難
民
、
窮
民
の
衛
生
、
診
療
に
当
る
の

で
、
・
・
・
日
本
国
と
し
て
も
同
仁
会
の
業
務
を
遂
行
す
る
上
に
、
年
点
一
億
の
国
帯
を
費
や
し
た
…
完
全
に
平
和
事
業
で
あ
っ
た
が
、
…
日
本
の

う
と
話
し
て
い
た
」
と
も
語
っ
て
い
る
。

昭
和
ｎ
年
の
二
・
二
六
事
件
直
後
に
重
臣
・
西
園
寺
公
望
公
爵
か
ら
組
閣
の
話
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
近
衛
は
秘
書
を
宮
川
教
授
の
も
と
に

送
っ
て
、
「
も
し
宮
内
省
か
ら
問
い
合
せ
が
あ
っ
た
ら
、
あ
の
健
康
で
は
堪
え
ら
れ
ぬ
と
答
え
て
頂
き
た
い
」
と
頼
ん
だ
。
し
か
し
、
宮
川
教

授
の
ほ
う
で
は
「
心
配
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
何
な
ら
自
分
の
女
婿
を
つ
け
て
お
い
て
も
よ
い
」
と
答
え
て
お
り
、
近
衛
を
首
相
に
し
た
か
っ
た
も

（
一
一
一
）

の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
女
婿
は
昭
和
４
年
卒
業
の
教
室
員
で
あ
っ
た
。

宮
川
米
次
博
士
は
入
澤
内
科
を
経
て
大
正
３
年
伝
染
病
研
究
所
に
移
り
、
鼠
躁
リ
ン
パ
肉
芽
腫
（
第
四
性
病
、
「
宮
川
小
体
」
）
・
若
虫
病
の

病
原
、
結
核
・
寄
生
虫
な
ど
の
分
野
で
も
種
灸
の
業
績
を
挙
げ
、
精
力
的
な
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
が
、
そ
の
弟
子
筋
は
橋
田
邦
彦
（
一
八
八
二

’
一
九
四
五
、
第
二
次
近
衛
内
閣
の
ち
東
条
内
閣
文
相
）
・
小
泉
親
彦
（
一
八
八
四
’
一
九
四
五
、
第
三
次
近
衛
内
閣
厚
相
）
ら
医
学
関
係
者

（
と
も
に
明
治
虹
年
卒
業
）
の
入
閣
に
博
士
が
役
割
を
演
じ
た
と
信
ず
る
に
止
ど
ま
ら
ず
、
「
私
た
ち
は
い
ず
れ
宮
川
先
生
も
大
臣
に
な
る
だ
ろ

（
一
八
八
○
’
一
九
四
七
）
が
入
院
す
る
前
日
の
６
月
４
日
に
は
第
一
次
近
衛
内
閣
が
成
立
し
、
政
権
は
つ
い
に
政
党
政
治
家
の
手
に
は
戻
ら

ぬ
ま
ま
、
７
月
７
日
に
は
蘆
溝
橋
事
件
が
起
こ
っ
て
、
日
中
戦
争
に
突
入
し
た
。

宮
川
教
授
は
坂
口
康
蔵
博
士
と
同
年
の
生
ま
れ
、
大
学
は
一
年
下
の
明
治
“
年
の
卒
業
で
あ
る
が
、
近
衛
の
長
男
・
文
隆
を
診
療
し
た
機
縁

か
ら
そ
の
主
治
医
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
（
宮
川
門
下
の
み
な
ら
ず
、
の
ち
に
近
衛
を
診
た
柿
沼
昊
作
教
授
の
門
下
も
そ
う
伝
え
る
）
、
前
々

年
友
人
の
木
戸
幸
一
が
近
衛
を
内
大
臣
に
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
は
、
天
皇
の
八
腿
尺
に
仕
え
る
Ｖ
職
務
で
も
あ
り
、
「
往
年
の
病
気
以
来
年

数
も
経
ち
居
ら
ず
、
万
一
新
聞
等
に
て
攻
撃
せ
る
場
合
、
医
師
と
し
て
差
支
な
し
と
云
ふ
能
は
ず
」
と
報
告
し
て
い
る
。
近
衛
は
肺
患
に
よ
る

（
一
一
）

喀
血
歴
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
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マ
マ

エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
を
後
方
よ
り
助
け
た
で
は
な
い
か
と
つ
め
よ
ら
れ
る
と
、
そ
う
で
は
な
い
と
は
い
い
き
れ
な
か
っ
た
。
…
抗
弁
し
て
も
、

所
詮
は
・
・
同
仁
会
そ
れ
自
体
も
、
最
高
責
任
者
と
し
て
の
児
玉
謙
次
氏
と
私
と
は
パ
ー
ジ
の
縄
目
を
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
。

近
衛
は
す
で
に
昭
和
加
年
哩
月
に
自
裁
し
て
い
た
（
橋
田
の
服
毒
、
小
泉
の
割
腹
も
同
年
）
。
こ
れ
よ
り
先
、
昭
和
Ⅳ
年
３
月
の
第
二
回

日
本
医
学
会
（
東
京
）
後
、
同
医
学
会
に
付
置
が
議
定
さ
れ
た
東
亜
医
学
会
は
、
同
仁
会
副
会
長
（
会
長
は
近
衛
）
の
宮
川
博
士
が
幹
事
長
と

な
り
、
直
後
に
第
一
回
、
翌
娼
年
の
第
二
回
も
東
京
、
第
三
回
は
四
年
４
月
に
南
京
・
上
海
で
開
か
れ
、
第
四
回
は
満
州
の
予
定
の
み
に
終
っ

（
一
四
）財

団
法
人
同
仁
会
は
昭
和
型
年
２
月
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
、
翠
年
ｎ
月
、
詔
年
２
月
に
は
、
お
お
む
ね
理
事
以
上
の
幹
部
が
公
職
追
放
の
対
象

に
な
っ
た
。
「
同
仁
会
最
大
の
実
力
者
」
で
あ
っ
た
宮
川
教
授
は
、
当
時
教
職
者
に
多
か
っ
た
事
前
退
職
の
道
を
選
び
（
蜘
年
、
月
退
職
、
妬

年
名
誉
教
授
）
、
同
仁
会
の
再
生
に
努
力
し
た
。
す
な
わ
ち
、
虹
年
１
月
に
は
「
同
仁
医
学
会
」
を
一
応
結
成
し
て
、
み
ず
か
ら
が
理
事
長
、

（
一
四
）

伝
研
事
務
長
・
桧
山
兼
次
郎
の
名
で
法
人
の
申
請
を
し
た
が
、
こ
れ
は
計
画
に
終
っ
た
。

博
士
の
患
者
に
は
、
近
衛
や
久
原
房
之
助
（
一
八
六
九
’
一
九
六
五
、
政
友
会
所
属
）
の
ほ
か
政
界
人
・
財
界
人
が
多
く
、
そ
の
後
予
め
門

下
・
近
縁
者
を
送
り
込
ん
で
い
た
東
芝
東
生
病
院
・
同
生
物
理
化
学
研
究
所
の
院
長
・
顧
問
と
な
っ
て
診
療
・
研
究
を
続
け
た
が
、
研
究
所
は

所
期
の
よ
う
に
は
発
展
せ
ぬ
ま
ま
、
昭
和
弘
年
に
胃
癌
で
没
し
た
。

ち
な
承
に
、
坂
口
康
蔵
博
士
（
昭
和
霊
年
名
誉
教
授
）
も
戦
後
は
公
職
適
否
資
格
審
査
の
俎
上
に
あ
っ
た
が
、
翠
年
６
月
に
合
格
と
な
っ
て

た
。

ち
な
承
に
、

（
一
五
）

い
る
。

前
稿
を
草
し
た
昭
和
帥
年
は
、
た
ま
た
ま
人
間
ド
ッ
ク
を
創
始
し
た
坂
口
康
蔵
博
士
（
一
八
八
五
’
一
九
六
一
）
の
生
誕
百
年
に
当
た
る
年

（
一
五
）
（
一
六
）

で
、
そ
れ
を
記
念
し
て
、
没
後
に
出
た
『
坂
口
康
蔵
先
生
の
思
い
出
』
と
は
別
に
新
し
く
刊
行
さ
れ
た
『
思
い
出
の
坂
口
康
蔵
先
生
』
の
中

三
人
間
ド
ッ
ク
の
呼
称
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「
…
記
憶
を
た
ど
れ
ば
、
昭
和
加
年
代
の
早
い
頃
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
逓
信
大
臣
の
あ
と
東
京
市
長
に
就
任
さ
れ
た
憲
政
会
の
頼
母
木
桂

吉
氏
で
あ
っ
た
と
思
う
。
／
〔
坂
巳
先
生
は
懇
ろ
に
御
説
明
さ
れ
た
あ
と
、
付
け
加
え
ら
れ
て
『
年
中
休
み
な
く
国
家
の
た
め
に
挺
身
さ
れ
て

い
る
方
は
、
一
寸
の
ひ
ま
を
見
て
、
各
部
の
精
密
診
断
を
受
け
て
お
く
必
要
性
』
を
説
明
さ
れ
、
さ
ら
に
、
『
船
だ
っ
て
、
一
航
海
す
れ
ば
、

何
の
故
障
が
無
く
と
も
、
或
は
、
船
底
に
貝
殼
が
付
着
し
て
い
な
い
か
、
鋲
や
釘
が
ゆ
る
ん
で
い
な
い
か
の
検
査
が
必
要
な
の
と
同
じ
で
す
』

と
申
さ
れ
ま
し
た
。
流
石
に
一
流
の
政
治
家
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
即
座
に
『
つ
ま
り
「
ド
ッ
ク
」
入
り
を
す
る
こ
と
で
す
ね
』
と
は
ね
返
っ

て
、
な
ご
や
か
な
笑
い
話
に
な
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
…
」
。

頼
母
木
桂
吉
（
一
八
六
七
’
一
九
四
○
）
は
報
知
新
聞
社
長
を
経
て
衆
議
院
議
員
、
公
友
倶
楽
部
・
憲
政
会
・
民
政
党
所
属
で
三
六
年
（
昭

和
ｎ
年
）
広
田
内
閣
の
逓
信
大
臣
、
三
九
年
東
京
市
長
と
歴
任
し
た
の
で
、
俵
・
桜
内
両
氏
同
様
、
こ
こ
に
も
坂
口
博
士
に
健
康
指
導
を
受
け

た
憲
政
会
・
民
政
党
系
の
大
物
代
議
士
が
一
人
い
る
わ
け
で
あ
る
。

前
稿
で
筆
者
は
、
坂
口
教
授
が
教
室
員
に
「
船
が
長
い
航
海
の
あ
と
、
点
検
修
理
の
た
め
に
ド
ッ
ク
に
入
る
の
と
同
様
に
、
ゞ
人
間
も
と
き
ど

き
ド
ッ
ク
に
入
る
の
が
よ
い
」
と
話
し
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
、
と
い
う
趣
旨
の
戸
塚
忠
政
博
士
の
書
簡
を
引
用
し
て
、
こ
の
坂
口
博
士

の
比
愉
が
太
平
洋
戦
争
以
前
に
生
ま
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
し
た
が
、
右
の
一
節
は
そ
の
傍
証
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
「
人
間
ド
ッ
ク
」
と
い
う
呼
称
自
体
は
、
前
稿
に
述
べ
た
と
お
り
、
人
間
ド
ッ
ク
発
足
後
約
二
ヵ
月
の
昭
和
朗
年
９
月
に
読
売
新
聞

の
記
者
が
最
初
に
使
用
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
自
体
の
普
及
と
と
も
に
、
こ
の
呼
称
は
急
速
に
定
着
し
た
の
で
あ
る
が
、
翌
昭
和

（
一
七
）

訓
年
の
雑
誌
に
随
筆
家
森
田
た
ま
（
一
八
九
四
’
一
九
七
○
）
と
内
田
百
間
（
一
八
八
九
’
一
九
七
一
）
の
対
談
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
一
節
が
見
ら
れ
る
。

森
田
「
…
こ
の
頃
人
間
の
《

て
い
る
。

に
、
圷
晴
行
（
一
九
○
六
ｌ
、
昭
和
加
年
東
大
卒
、
国
立
水
戸
病
院
名
誉
院
長
）
の
弓
人
間
ド
ッ
ク
』
と
い
う
言
葉
」
と
い
う
文
章
が
載
っ

こ
の
頃
人
間
の
タ
ン
ク
入
り
っ
て
は
や
る
ん
で
す
っ
て
。
人
間
を
病
院
に
入
れ
る
ん
で
す
っ
て
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
健
康
診
断
す
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ロ
ン
ド
ン
の
。
ヘ
ッ
カ
ム
地
区
に
あ
っ
た
型
○
昌
①
９
国
３
］
岳
Ｒ
昌
吋
ｏ
に
つ
い
て
は
、
従
来
英
国
の
研
究
者
に
尋
ね
て
も
、
ま
っ
た
く
知
ら
な

い
か
、
充
分
の
情
報
が
得
ら
れ
ず
、
機
会
あ
る
ご
と
に
筆
者
は
和
欧
文
で
紹
介
し
て
き
た
が
、
最
近
症
〕
〕
な
っ
て
英
国
の
研
究
者
に
よ
る
論
文
を

（
四
、
五
）

読
む
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
そ
の
二
つ
ま
で
が
医
史
学
の
専
門
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
筆
者
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
喜
び
で
あ
つ

（
四
）

た
。
言
①
急
３
畳
関
駕
。
暑
誌
の
編
集
者
が
後
の
論
文
の
前
書
と
し
て
注
記
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
近
年
同
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
関
心
が
高

る
ん
で
す
っ
て
、
何
日
か
。
そ
れ
で
悪
い
と
こ
ろ
が
糸
つ
か
っ
て
：
．
良
い
と
こ
ろ
な
ん
か
は
み
つ
か
ら
な
い
。
」
／
百
間
「
あ
ま
り
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
を
検
査
さ
れ
て
も
困
る
場
合
が
あ
る
。
」
（
笑
）

こ
の
「
タ
ン
ク
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
ド
ッ
ク
」
の
誤
り
で
あ
る
。
比
嶮
的
に
言
う
と
、
「
人
間
ド
ッ
ク
」
の
呼
称
は
、
あ
っ
と
言
う

間
に
定
着
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
短
い
過
程
で
は
こ
う
し
た
記
憶
違
い
も
存
在
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
「
余
滴
」
的
に
つ
け
加
え
て

お
、
く
。宮

川
博
士
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
周
辺
的
な
、
し
か
も
不
充
分
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
昭
和
前
期
と
し
て
は
医
学
関
係
者
が
政
局

の
中
心
部
に
も
っ
と
も
近
か
っ
た
う
ち
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
同
仁
会
関
係
な
ど
に
つ
い
て
も
、
し
か
る
べ
き
方
の
よ
り

十
全
な
記
述
を
期
待
し
な
が
ら
、
あ
え
て
こ
こ
に
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

（
東
芝
中
央
病
院
）

た
。
言
＆
月
旦
関
駕
。
暑
誌
の
編
俸

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

文
献

（
ご
三
輪
卓
爾
「
総
合
健
診
淵
源
史
ｌ
ロ
ン
ド
ン
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
東
京
上
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
三
巻
、
一
○
八
Ｉ
二
三
頁
、
昭
和

つ
一
）
三
輪
卓
爾
「
同
下
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
巻
、
二
○
’
二
三
一
貢
、
昭
和
帥
年
。

60

年
Q
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二つつ

ち容吾

（
一
四
）

二つ二つ／~、／~、／二、
三二二一つナL4ノー、 － 皆
曹曹ゼーゼーレ

（
一
己
弓
①
閏
・
唾
①
迄
目
・
国
．
胃
己
○
吋
○
島
国
〕
Ｆ
○
叩
弓
冨
用
》
⑦
鼻
冨
日
員
胃
昌
日
①
昌

騨
ロ
ロ
ミ
日
》
后
鹿
．

（
四
）
騨
四
ユ
○
言
》
〆
。
”
弓
胃
勺
旬
〔
〕
庫
』
脚
日
興
胃
冒
日
⑦
日
．
冒
命
島
の
昌
国
員
ｏ
ｑ
．
暗
“
恩
や
恩
昌
暫
岳
誤
．

（
三
）
胃
Ｌ
①
言
房
〕
胃
日
己
国
８
○
岸
①
い
い
国
・
即
弓
ケ
①
固
の
ｏ
庫
国
昌
国
①
四
一
号
○
の
冒
胃
①
い
《
名
画
勺
》
迄
四
冒
口
号
①
ａ
○
口
（
〕
の
冒
○
『
碗
命
目
角
匙
己
国
ｏ
昼
８
Ｑ
届
吋
冒
頭
隼
〕
①
』
窟
房

四
国
・
］
の
心
○
ぬ
。
夛
自
の
Ｑ
甘
鼬
目
吊
閂
計
牌
○
門
ぎ
い
『
”
胃
、
』
ｌ
』
の
院
澤
の
⑭
い

（
六
）
①
吋
暑
‐
弓
貝
旨
ｇ
》
国
．
胃
ａ
、
宮
津
〕
角
毎
国
Ｑ
〉
国
．
シ
［
．
”
国
璽
Ｏ
ｑ
Ｏ
南
国
凰
房
』
〕
夛
爵
ａ
ｎ
巳
シ
溺
○
の
』
回
昼
○
旨
〉
ぐ
○
］
・
目
．
届
篭
Ｉ
ら
曽
雲
巴
④
．
Ｆ
○
国
〔
』
○
口
）
国
．
旨
．
シ
・
）

岩
田
鎮
・
池
田
正
男
（
編
集
発
行
）
『
坂
口
康
蔵
先
生
の
思
い
出
』
診
断
と
治
療
社
、
昭
和
諏
年
。

砂
原
茂
一
・
小
山
善
之
・
北
本
治
・
小
坂
樹
徳
（
発
行
）
『
思
い
出
の
坂
口
康
蔵
先
生
』
一
六
二
頁
、
同
社
、
昭
和
帥
年
。

森
田
た
ま
・
内
田
百
間
（
対
談
）
「
旅
で
見
た
こ
と
間
い
た
こ
と
」
『
あ
す
な
る
』
昭
和
訓
年
。
平
山
三
郎
（
編
集
）
『
百
鬼
園
先
生
よ
も
や
ま
話
』

九
四
’
九
五
頁
、
旺
文
社
文
庫
所
収
、
昭
和
“
年
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』

矢
部
貞
治
、
前
掲
一

勝
田
龍
夫
『
重
臣
塾

宮
川
米
次
「
古
稀
（

所
収
、
昭
和
訓
年
。

青
木
義
男
「
東
亜
匡

胃
ぴ
剖
包
①
目
〕
》
“
酌

『
国
民
衛
生
の
動
向
』
九
○
’
九
二
頁
、
衛
生
統
計
協
会
、
昭
和
他
年
。

矢
部
貞
治
『
近
衛
文
麿
・
上
』
二
五
七
頁
、
弘
文
堂
、
昭
和
幻
年
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
哩
年
６
月
２
日
。

矢
部
貞
治
、
前
掲
書
、
三
二
五
頁
。

勝
田
龍
夫
『
重
臣
た
ち
の
昭
和
史
・
上
』
三
四
九
頁
、
文
芸
春
秋
社
、
昭
和
砺
年
。

宮
川
米
次
「
古
稀
の
記
念
論
文
抄
録
集
を
手
に
し
て
」
同
名
誉
教
授
古
稀
祝
賀
会
（
代
表
・
長
谷
川
秀
治
）
『
宮
川
米
次
名
誉
教
授
論
文
抄
録
集
』

、
日
。

昌
の
、
四
。

「
東
亜
医
学
会
、

特
に
中
国
大
陸
で
行
わ
れ
た
も
の
の
意
義
」
「
日
本
医
事
新
報
』
三
三
二
号
、
六
五
’
六
六
頁
、
昭
和
鯉
年
、
月

シ
唾
自
己
旦
旨
号
⑦
夛
昌
飼
い
言
目
⑦
言
蔚
９
．
ｇ
ｏ
］
①
ご
・
Ｆ
○
国
ｇ
ｏ
国
。
シ
岸
口

中

（158） 514


